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第 l 章では. 9%ニッケノレ鏑の溶接 i乙関する従来の研究を概観し，本研究の背景，目的，意義を明ら
かにするとともに，本論文の概要と構成を示している口
第 2 章では，共金溶接金属の低温じん性におよぼすシリコンおよび酸素の影響に関する冶金学的検討




















な立場から検討を加え，溶接金属の組成を低シリコン，低酸素化することならびに 590 0c 近傍の温度
で焼もどし処理を行うことが優れた低温じん性を得る上で重要であることを明らかにしている。








(5) 希土類元素を微量添加した，低シリコン共金ワイヤを用いる， 9 ~ぢニッケル鋼の純アルゴンシール
ド MIG アーク溶接技術を液体窒素，酸素貯槽の建造に適用し，その優秀性を実証している。
以上のように本論文は， 9 ~ぢニッケル鋼の高能率，高性能共金溶接技術について多くの知見を与えて
おり，学問的にも，工業的にも貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認、める口
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